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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被取付部材に取り付けられ前後方向に延びる載置部を有する一対のブラケットと、一対
の前記ブラケットの前記載置部に載置される棚と、を備える棚装置であって、
　前記棚には、下方に延びる延出部と、該延出部の下端側で少なくとも左右方向のいずれ
かの方向に張り出す張出部が設けられ、
　前記載置部には、前記張出部を挿入可能な開口部と、該開口部と連続して前後方向に延
び前記延出部よりも左右方向に大きく、かつ前記張出部よりも左右方向に小さく前記延出
部が案内される長孔が設けられ、
　前記棚が一対の前記ブラケットの前記載置部に載置された状態で、前記開口部から挿入
された前記張出部の上面が前記ブラケットと離間しており、
　前記棚が一対の前記ブラケットの前進位置にて、前記載置部の下面に接触する低摩擦部
材が前記張出部の上面に設けられていることを特徴とする棚装置。
【請求項２】
　前記ブラケットは、垂直部と、該垂直部の下端側で左右方向に張り出す前記載置部と、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の棚装置。
【請求項３】
　前記長孔は、前記載置部の幅方向一方端部である前記垂直部と前記載置部との折曲部ま
で延びていることを特徴とする請求項２に記載の棚装置。
【請求項４】
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　前記載置部の前端側には、低摩擦部材が設けられていることを特徴とする請求項１ない
し３のいずれかに記載の棚装置。
【請求項５】
　前記棚は、商品を陳列可能なかご部材と、該かご部材の左右両端において前後方向に延
びる側板部および該側板部の下端側で左右方向に張り出す底板部を有する一対のブラケッ
ト受け部材と、を備えることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の棚装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品を陳列する棚装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の棚装置は、前面にスリットが複数配置された支柱と、スリットに係止されるフッ
クを有する左右一対のブラケットと、一対のブラケット上に載置される棚とを備え、該棚
の上に商品を陳列できるようにしたものが一般的に知られている。
【０００３】
　また、左右一対のブラケットに載置される棚を前後にスライド移動可能に取付け、商品
の陳列作業や補充作業を容易としたスライド式の棚装置もある。例えば、特許文献１のス
ライド式商品陳列棚（棚装置）は、一対の支柱間に取付けられるスライドトレー支持体（
ブラケット）に２つのトレー（棚）が前後方向にスライド可能に載置されている。スライ
ドトレー支持体には、前方側に前後方向に延びる板状の第１ガイド部が設けられ、トレー
の左右端には、後方側に左右方向外側に開口し前後に延びるスリット状の第２ガイド部が
設けられており、スライドトレー支持体にトレーを載置した後、トレーを前方側に引き出
すことにより、板状の第１ガイド部が第２ガイド部のスリット内に遊嵌・ガイドされるこ
とで、トレーの前後へのスライド移動が可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－８７７７７号公報（第４頁、第１図、第３図、第４図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１にあっては、スライドトレー支持体に載置されたトレーを前
方側に引き出すことにより、板状の第１ガイド部が第２ガイド部のスリット内に入り、第
２ガイド部のスリットを構成するトレーの底板と下板との間に上下方向に挟まれた状態で
ガイドされるため、板状の第１ガイド部が第２ガイド部のスリット内に入り込んでいくに
つれて、第１ガイド部と第２ガイド部との間における接触面積が増加して摩擦抵抗が大き
くなってしまい、スライドトレー支持体に対するトレーの前後へのスライド移動をスムー
ズに行うことができないという問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、ブラケットに対する棚の前後
へのスライド移動をスムーズに行うことができる棚装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明の棚装置は、
　被取付部材に取り付けられ前後方向に延びる載置部を有する一対のブラケットと、一対
の前記ブラケットの前記載置部に載置される棚と、を備える棚装置であって、
　前記棚には、下方に延びる延出部と、該延出部の下端側で少なくとも左右方向のいずれ
かの方向に張り出す張出部が設けられ、
　前記載置部には、前記張出部を挿入可能な開口部と、該開口部と連続して前後方向に延



(3) JP 6986423 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

び前記延出部よりも左右方向に大きく、かつ前記張出部よりも左右方向に小さく前記延出
部が案内される長孔が設けられ、
　前記棚が一対の前記ブラケットの前記載置部に載置された状態で、前記開口部から挿入
された前記張出部の上面が前記ブラケットと離間しており、
　前記棚が一対の前記ブラケットの前進位置にて、前記載置部の下面に接触する低摩擦部
材が前記張出部の上面に設けられていることを特徴としている。
　この特徴によれば、棚が一対のブラケットの載置部に載置された状態で、ブラケットの
載置部に設けられる開口部から挿入された張出部の上面がブラケットと離間していること
により、延出部を開口部と連続する長孔に沿って前後方向に移動させて棚を前方側に引き
出す際に、張出部がブラケットに下方から当たり難くなっているため、摩擦抵抗を抑えて
ブラケットに対する棚の前後へのスライド移動をスムーズに行うことができる。
【０００８】
　前記ブラケットは、垂直部と、該垂直部の下端側で左右方向に張り出す前記載置部と、
を備えることを特徴としている。
　この特徴によれば、一対のブラケット間において棚の側部がブラケットの垂直部に沿っ
てガイドされ、ブラケットに対する棚の左右方向の相対移動を規制することができるため
、棚の前後へのスライド移動を安定して行うことができる。
【０００９】
　前記載置部の前端側には、低摩擦部材が設けられていることを特徴としている。
　この特徴によれば、棚が一対のブラケットの載置部に載置された状態で、棚をブラケッ
トの前端側に引き出し終えるまで、ブラケットの載置部と棚との間に低摩擦部材を常に介
在させることができるため、摩擦抵抗を抑えてブラケットに対する棚の出し入れをスムー
ズに行うことができる。
【００１１】
　前記長孔は、前記載置部の幅方向一方端部である前記垂直部と前記載置部との折曲部ま
で延びていることを特徴としている。
　この特徴によれば、長孔がブラケットの前記載置部の幅方向一方端部である垂直部と載
置部との折曲部まで延びていることにより、棚の延出部をブラケットの垂直部の近傍に配
置することができるため、棚の側部をブラケットの垂直部に近接させた状態でガイドする
ことができる。
【００１２】
　前記棚は、商品を陳列可能なかご部材と、該かご部材の左右両端において前後方向に延
びる側板部および該側板部の下端側で左右方向に張り出す底板部を有する一対のブラケッ
ト受け部材と、を備えることを特徴としている。
　この特徴によれば、棚を構成するかご部材の左右両端に取付けられる一対のブラケット
受け部材の底板部が一対のブラケットの載置部にそれぞれ載置された状態で、棚を前後に
スライド移動させることにより、ブラケット受け部材の側板部がブラケットの垂直部に沿
ってガイドされるため、棚の前後へのスライド移動を安定して行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例における棚装置の構造を示す斜視図である。
【図２】棚部の構成を示す分解斜視図である。
【図３】（ａ）は、ブラケットの構造を示す上面図、（ｂ）は、同じく側面図、（ｃ）は
、同じく正面図である。
【図４】（ａ）は、ブラケット受け部材の構造を示す上面図、（ｂ）は、同じく側面図、
（ｃ）は、同じく正面図である。
【図５】（ａ）は、棚が後退位置にある状態を示す上面図、（ｂ）は、同じく側面図であ
る。
【図６】（ａ）は、一対のブラケット間の略中央に棚が載置された状態を示す正面視の部
分拡大断面図、（ｂ）は、一対のブラケット間で棚が左右方向に相対移動した状態を示す
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正面視の部分拡大断面図である。
【図７】棚が前進位置にある状態を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係る棚装置を実施するための形態を実施例に基づいて以下に説明する。
【実施例】
【００１５】
　実施例に係る棚装置につき、図１から図７を参照して説明する。以下、棚装置の棚部側
を正面側とし、正面側からみて左右側を棚装置の左右として説明する。
【００１６】
　本実施例の棚装置１は、スーパーマーケットやコンビニエンスストア等で主にポテトチ
ップスのようなスナック菓子を袋詰めした軽量の商品を陳列する商品陳列棚である。尚、
棚装置１は、商品陳列棚に限られず、倉庫などで物品を収納する物品収納棚として利用し
てもよい。
【００１７】
　図１に示されるように、棚装置１は、左右に離間する一対の支柱２，２（被取付部材）
と、支柱２，２の上端部と下端部との対向面同士を連結している横連結杆３，３と、支柱
２，２と横連結杆３，３とで構成された矩形状の枠内に固定される格子状の背面パネル４
と、支柱２，２の前面に支持された上下複数段の棚部５，５，…と、から主に構成されて
おり、各棚部５には商品が陳列可能となっている。支柱２，２は、脚部６，６を有して自
立可能となっているとともに、前面には、上下方向に１列に並ぶ多数の係合孔７，７，…
が設けられている。尚、後に詳述するが、棚部５を構成する棚５１は、同じく棚部５を構
成するブラケット５２上を前後にスライド移動可能となっている。
【００１８】
　図２に示されるように、棚部５は、支柱２，２の前面に取付けられる左右一対のブラケ
ット５２，５２と、ブラケット５２，５２の後端部同士を相互に連結する連結部材５３と
、ブラケット５２，５２の後述する載置部５２ｂ，５２ｂ上に前後にスライド移動可能に
載置される棚５１と、から主に構成されている。
【００１９】
　次に、ブラケット５２の構造を図３に基づいて説明する。尚、ここでは、左側のブラケ
ット５２を説明し、略同一形状である右側のブラケット５２の説明を省略する。
【００２０】
　図３に示されるように、ブラケット５２は、金属製の板状部材から略Ｌ字状に構成され
、前後方向に延びる板状の垂直部５２ａと、垂直部５２ａの下端縁から右方に略直交して
折れ曲がった載置部５２ｂと、載置部５２ｂの後端側において右方に突出する突出部５２
ｃと、載置部５２ｂの後端側において上下方向に貫通する略矩形状の開口部５２ｄと、開
口部５２ｄと連続して前後方向に延びる長孔５２ｅと、垂直部５２ａの後端に設けられる
下向き鉤状のフック５２ｆ，５２ｆ，…と、から主に構成されている。
【００２１】
　尚、ブラケット５２は、金属製の板状部材を打ち抜き加工した後、垂直部５２ａの下端
縁を略Ｌ字状に折り曲げることにより容易に製作することができる。
【００２２】
　また、載置部５２ｂの前端側の上面には、ブラケット５２よりも摩擦係数が小さい合成
樹脂からなるネジ形状の低摩擦部材８ａが固定されている。さらに、垂直部５２ａの前端
側の内側面には、同じく低摩擦部材８ｂが固定されている。
【００２３】
　また、図３（ａ）に示されるように、長孔５２ｅは、開口部５２ｄの前端と連続して垂
直部５２ａに沿うように載置部５２ｂの前端側まで延びており、後述するブラケット受け
部材５５の延出部５５ｃの板厚よりも左右方向に大きく、かつ舌片部５５ｄの左右寸法よ
りも左右方向に小さく構成されることにより、載置部５２ｂには、開口部５２ｄおよび長
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孔５２ｅにより上面視鉤状の貫通孔が形成されている。尚、開口部５２ｄおよび長孔５２
ｅは、垂直部５２ａと載置部５２ｂとの折曲部５２ｇ（図３（ｂ）参照）の位置まで延び
ている。
【００２４】
　また、突出部５２ｃは、その中央部に上下方向に貫通する挿通孔５２ｈが形成されてい
る。
【００２５】
　また、フック５２ｆ，５２ｆ，…は、支柱２，２の前面に設けられた係合孔７，７，…
に係止可能となっており、係合孔７，７，…にフック５２ｆ，５２ｆ，…を係止させるこ
とでブラケット５２を支柱２，２の前面に片持ち支持できるようになっている（図１およ
び図２参照）。
【００２６】
　次に、連結部材５３の構造を説明する。図２に示されるように、連結部材５３は、左右
方向に延びる金属製の板状部材を折り曲げて下向きコ字状に形成されている。連結部材５
３は、その左右両端部に上下方向に貫通する貫通孔５３ａ，５３ａが形成され、前述した
左右一対のブラケット５２，５２の突出部５２ｃ，５２ｃに上方からそれぞれ外嵌させた
状態で、貫通孔５３ａおよび挿通孔５２ｈにボルト１０を挿入し、ナット１１で緊締する
ことにより、ブラケット５２，５２と連結部材５３を連結できるようになっている。
【００２７】
　次に、棚５１の構造を説明する。図２に示されるように、棚５１は、商品を陳列可能な
かご部材５４と、かご部材５４の左右両端にそれぞれ溶接固定され前後方向に延びるブラ
ケット受け部材５５，５５と、から構成されている。尚、かご部材５４は、金属製の線材
から軽量に構成されている。
【００２８】
　次に、ブラケット受け部材５５の構造を図４に基づいて説明する。尚、ここでは、左側
のブラケット受け部材５５を説明し、略同一形状である右側のブラケット受け部材５５の
説明を省略する。
【００２９】
　図４に示されるように、ブラケット受け部材５５は、金属製の板状部材から略Ｌ字状に
構成され、前後方向に延びる板状の側板部５５ａと、側板部５５ａの下端縁から右方に略
直交して折れ曲がった底板部５５ｂと、側板部５５ａの後端部において底板部５５ｂより
も下方に延びる延出部５５ｃと、延出部５５ｃの下端縁から略直交して右方に折れ曲がっ
た舌片部５５ｄ（張出部）と、から主に構成されている。また、舌片部５５ｄの前後方向
の寸法は、底板部５５ｂよりも小さく構成されている（図４（ａ）および図４（ｂ）参照
）。尚、舌片部５５ｄの前後方向の寸法は、ブラケット受け部材５５の前後方向の寸法の
半分よりも小さく、好ましくは１／５以下である。
【００３０】
　尚、ブラケット受け部材５５は、金属製の板状部材を打ち抜き加工した後、側板部５５
ａおよび延出部５５ｃの下端縁をそれぞれ略Ｌ字状に折り曲げることにより容易に製作す
ることができる。
【００３１】
　図４（ｂ）および図４（ｃ）に示されるように、舌片部５５ｄは、底板部５５ｂと略平
行を成し、前述したブラケット５２の開口部５２ｄに対して挿入可能に構成されている。
また、舌片部５５ｄの上面には、ブラケット受け部材５５よりも摩擦係数が小さい合成樹
脂からなるネジ形状の低摩擦部材８ｃが固着されている。また、底板部５５ｂの後端側の
下面には、同じく低摩擦部材８ｄが固着され、側板部５５ａの後端側の外側面には、同じ
く低摩擦部材８ｅが固着されている。
【００３２】
　次に、ブラケット５２，５２に対する棚５１の取付け構造を説明する。棚５１は、ブラ
ケット５２，５２間に収まるように後方側に後退する後退位置（図５参照）と、前方側へ
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進出する前進位置（図７参照）と、の間で前後方向に移動可能にブラケット５２，５２に
対して取付けられている。図５（ａ）および図５（ｂ）に示されるように、棚５１が後退
位置にあるときには、ブラケット５２の載置部５２ｂの後端側に設けられる開口部５２ｄ
に対してブラケット受け部材５５の延出部５５ｃおよび舌片部５５ｄが挿入され、ブラケ
ット受け部材５５の舌片部５５ｄは、ブラケット５２の載置部５２ｂの下方に配置されて
いる。
【００３３】
　また、図５（ｂ）に示されるように、棚５１がブラケット５２の載置部５２ｂの上面に
載置された状態において、ブラケット５２の載置部５２ｂの前端側の上面に設けられた低
摩擦部材８ａがブラケット受け部材５５の底板部５５ｂの前端側の下面に接触する。さら
に、ブラケット受け部材５５の底板部５５ｂの後端側の下面に設けられた低摩擦部材８ｄ
がブラケット５２の載置部５２ｂの後端側の上面に接触する。
【００３４】
　尚、このとき、ブラケット５２の載置部５２ｂの下方に配置されるブラケット受け部材
５５の舌片部５５ｄの上面に設けられた低摩擦部材８ｃは、ブラケット５２の載置部５２
ｂの下面に対して上下方向に離間している（図６（ａ）参照）。
【００３５】
　また、図５（ａ）および図６（ａ）に示されるように、ブラケット受け部材５５の側板
部５５ａは、ブラケット５２の垂直部５２ａの内側面側に配置されるため、図６（ｂ）に
示されるように、ブラケット５２に対して棚５１が左右方向に相対移動（平行移動）した
場合、ブラケット受け部材５５の側板部５５ａの後端側の外側面に設けられた低摩擦部材
８ｅがブラケット５２の垂直部５２ａの内面側に接触する。尚、図６は、棚５１およびブ
ラケット５２を前後略中央の位置で切った断面図として示している。また、説明の便宜上
、図示を省略するが、ブラケット５２の垂直部５２ａの前端側の内側面に設けられた低摩
擦部材８ｂもブラケット受け部材５５の側板部５５ａの外側面に接触する。
【００３６】
　また、図６（ｂ）に示されるように、ブラケット５２の垂直部５２ａにより棚５１の左
右方向の相対移動が規制された状態であっても、ブラケット受け部材５５の底板部５５ｂ
の後端側の下面に設けられた低摩擦部材８ｄは、ブラケット５２の載置部５２ｂの上面に
当接するように配置されている。尚、説明の便宜上、図示を省略するが、ブラケット５２
の載置部５２ｂの前端側の上面に設けられた低摩擦部材８ａも、ブラケット受け部材５５
の底板部５５ｂの下面に当接するように配置されている。
【００３７】
　また、図７に示されるように、棚５１が前進位置にあるときには、ブラケット５２の載
置部５２ｂの前端側の上面に設けられた低摩擦部材８ａにブラケット受け部材５５の底板
部５５ｂの下面が接触した状態で、棚５１の重量バランスにより低摩擦部材８ａを支点に
棚５１の後端側が浮き上がることにより、ブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄの上面
に設けられた低摩擦部材８ｃがブラケット５２の載置部５２ｂの下面に接触し、棚５１の
荷重が支持される。また、このとき、ブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄ（低摩擦部
材８ｃ）がブラケット５２の長孔５２ｅの内側の載置部５２ｂに接触することにより、棚
５１がブラケット５２から脱落することが防止されている。尚、棚５１が前進位置にある
ときには、ブラケット受け部材５５の延出部５５ｃがブラケット５２の長孔５２ｅの前端
に接触することにより、棚５１がそれ以上前方側に移動することが防止されている。
【００３８】
　また、図５（ｂ）および図７に示されるように、長孔５２ｅは、左右方向外側に開放さ
れているため、ブラケット５２の側方からブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄの位置
を視認可能であり、棚５１のスライド量を確認しながら前方側に引き出すことができる。
【００３９】
　以上説明したように、棚５１が一対のブラケット５２，５２の載置部５２ｂ，５２ｂの
上面に載置された状態においては、ブラケット５２の載置部５２ｂに設けられる開口部５
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２ｄから挿入されたブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄの上面がブラケット５２の載
置部５２ｂの下面と上下方向に離間しており、ブラケット受け部材５５の延出部５５ｃを
ブラケット５２の開口部５２ｄと連続する長孔５２ｅに沿って前後方向に移動させて棚５
１を前方側に引き出す際に、ブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄがブラケット５２の
載置部５２ｂの下面に当たり難くなっているため、摩擦抵抗を抑えてブラケット５２，５
２に対する棚５１の出し入れをスムーズに行うことができる。また、ブラケット受け部材
５５の舌片部５５ｄの前後方向の寸法は、底板部５５ｂよりも小さく構成されているため
、ブラケット５２の載置部５２ｂの下面により当たり難くなっている。さらに、ブラケッ
ト５２の載置部５２ｂと棚５１との間に、ブラケット５２の載置部５２ｂの前端側の上面
に設けられた低摩擦部材８ａと、ブラケット受け部材５５の底板部５５ｂの後端側の下面
に設けられた低摩擦部材８ｄを介在させ、低摩擦部材８ａと低摩擦部材８ｄに荷重をかけ
た状態で棚５１をスライド移動させることができるため、棚５１および陳列商品にある程
度の重量があっても棚５１の出し入れをスムーズに行うことができる。特に、低摩擦部材
８ａは、ブラケット５２の載置部５２ｂの前端側の上面に設けられることにより、棚５１
をブラケット５２の前端側（前進位置）に引き出し終えるまで、ブラケット５２の載置部
５２ｂと棚５１との間に常に介在させることができる。
【００４０】
　また、ブラケット受け部材５５の延出部５５ｃをブラケット５２の長孔５２ｅに沿って
前後方向に移動させて棚５１をスライド移動させる際に、前述した棚５１の前進位置に近
づくにつれて、棚５１の重量バランスによりブラケット５２の載置部５２ｂの前端側の上
面に設けられた低摩擦部材８ａを支点に棚５１の後端側が浮き上がった場合であっても、
ブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄの上面に設けられた低摩擦部材８ｃをブラケット
５２の載置部５２ｂの下面に接触させて荷重が支持された状態で棚５１をスライド移動さ
せることができるため、摩擦抵抗を抑えてブラケット５２，５２に対する棚５１の出し入
れをスムーズに行うことができる。
【００４１】
　また、一対のブラケット５２，５２の載置部５２ｂ，５２ｂの上面から棚５１全体を持
ち上げた場合であっても、ブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄの上面に設けられた低
摩擦部材８ｃをブラケット５２の載置部５２ｂの下面に接触させた状態で棚５１をスライ
ド移動させることができるため、摩擦抵抗を抑えてブラケット５２，５２に対する棚５１
の出し入れをスムーズに行うことができる。
【００４２】
　また、一対のブラケット５２，５２間において棚５１の側部に設けられるブラケット受
け部材５５の側板部５５ａがブラケット５２の垂直部５２ａに沿ってガイドされ、ブラケ
ット５２，５２に対する棚５１の左右方向の相対移動を規制することができるため、本実
施例のようにかご部材５４から構成された棚５１であっても、前後へのスライド移動を安
定して行うことができる。尚、図５（ａ）に示されるように、棚５１が一対のブラケット
５２，５２の載置部５２ｂ，５２ｂの上面に載置された状態において、ブラケット受け部
材５５の底板部５５ｂがブラケット５２の載置部５２ｂの内側縁よりも内側に突出しない
ように構成されているため、棚５１を構成するかご部材５４の見栄えがよい。
【００４３】
　また、ブラケット５２の長孔５２ｅがブラケット５２の垂直部５２ａと載置部５２ｂと
の折曲部５２ｇまで延びていることにより、棚５１の延出部５５ｃをブラケット５２の垂
直部５２ａの近傍に配置することができるため、ブラケット受け部材５５の側板部５５ａ
をブラケット５２の垂直部５２ａにより近接させた状態でガイドすることができる。
【００４４】
　また、棚５１の側部に設けられるブラケット受け部材５５の側板部５５ａがブラケット
５２の垂直部５２ａに近接した状態において、ブラケット受け部材５５の側板部５５ａの
後端側の外側面に設けられた低摩擦部材８ｅおよびブラケット５２の垂直部５２ａの前端
側の内側面に設けられた低摩擦部材８ｂを、ブラケット５２の垂直部５２ａの内面側およ
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びブラケット受け部材５５の側板部５５ａの外側面に接触させた状態で棚５１をスライド
移動させることができるため、摩擦抵抗を抑えてブラケット５２，５２に対する棚５１の
出し入れをスムーズに行うことができる。さらに、ブラケット受け部材５５の延出部５５
ｃがブラケット５２の長孔５２ｅの側縁に接触することがないため、摩擦抵抗がより抑え
られる。
【００４５】
　また、ブラケット５２およびブラケット受け部材５５は、金属製の板状部材を打ち抜き
加工と折り曲げにより容易に製作することができるとともに、棚５１を構成するかご部材
５４とブラケット受け部材５５，５５とが別体に構成されているため、幅や奥行き違いの
品揃えするのが容易であり、製造コストを抑えることができる。
【００４６】
　尚、棚５１を構成するかご部材５４およびブラケット受け部材５５，５５は、強度の高
い樹脂等から構成されていてもよい。
【００４７】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【００４８】
　例えば、前記実施例では、棚５１は、かご部材５４に対して一対のブラケット受け部材
５５，５５が溶接固定されることにより構成されるものとして説明したが、これに限らず
、棚は、棚板や箱体に対してブラケット受け部材５５，５５が取り付けられるものであっ
てもよい。
【００４９】
　また、前記実施例では、ブラケット受け部材５５の舌片部５５ｄは、延出部５５ｃの下
端縁から内側に向かって左右方向に張り出すものとして説明したが、舌片部は、延出部５
５ｃの下端縁から外側に向かって左右方向に張り出すものであってもよく、この場合、舌
片部をブラケット５２の開口部５２ｄに挿入する際に、延出部５５ｃを左右方向に弾性変
形させた状態で舌片部を開口部５２ｄに挿入することにより、棚５１が後退位置にあると
きでも、ブラケット５２の垂直部５２ａの下端縁に舌片部が位置するため、開口部５２ｄ
からの抜け落ちが防止される。また、舌片部は、延出部５５ｃの下端縁から内側と外側の
両方に向かって左右方向に張り出していてもよい。
【００５０】
　また、ブラケット５２の載置部５２ｂに設けられる開口部５２ｄおよび長孔５２ｅは、
後方や左右方向（内側）に向けて開放する切り欠きとして形成されていてもよい。
【００５１】
　また、ブラケット５２およびブラケット受け部材５５に設けられた低摩擦部材８ａ～８
ｅは、同一のものに限らず、それぞれ寸法・形状や摩擦係数等が異なっていてもよい。
【００５２】
　また、ブラケット５２の垂直部５２ａの前端側の内側面に設けられた低摩擦部材８ｂお
よびブラケット受け部材５５の側板部５５ａの後端側の外側面に設けられた低摩擦部材８
ｅを、ブラケット５２の垂直部５２ａの内面側およびブラケット受け部材５５の側板部５
５ａの外側面に常に接触させ、一対のブラケット５２，５２に対して棚５１が左右方向に
相対移動しないように構成してもよい。
【００５３】
　また、棚部５は、支柱２，２の前面に支持されるものに限らず、被取付部材は自由に選
択されてよい。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　　　　　　棚装置
２　　　　　　　　支柱（被取付部材）
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３　　　　　　　　横連結杆
４　　　　　　　　背面パネル
５　　　　　　　　棚部
６　　　　　　　　脚部
７　　　　　　　　係合孔
８ａ～８ｅ　　　　低摩擦部材
５１　　　　　　　棚
５２　　　　　　　ブラケット
５２ａ　　　　　　垂直部
５２ｂ　　　　　　載置部
５２ｃ　　　　　　突出部
５２ｄ　　　　　　開口部
５２ｅ　　　　　　長孔
５２ｆ　　　　　　フック
５２ｇ　　　　　　折曲部
５３　　　　　　　連結部材
５４　　　　　　　かご部材
５５　　　　　　　ブラケット受け部材
５５ａ　　　　　　側板部
５５ｂ　　　　　　底板部
５５ｃ　　　　　　延出部
５５ｄ　　　　　　舌片部（張出部）

【図１】 【図２】
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